
南区社協＿募金・会費　御中
広告内容をご確認いただき、ご返送くださいますようお願い致します。番号間違いにご注意ください。

送信日　平成　　年　　月　　日

株式会社タウンニュース社

Tel 045-227-5050  Fax 045-227-5051
門馬 康二南区編集室

弊
社
確
認
欄

出　稿　元 校了 責了　　点 A000348881-0

編集担当者 入稿済 門馬 康二 2014/05/22 22:53

製作担当者 製作 (4) 山口 志保乃 2014/06/02 11:55

◉限られた日程の中で編集作業を進めておりますので、校正は原則的に 2 回までとさせていただいております。3 回目以降
の校正は有料になる場合がございます。　◉締切り日時までに掲載内容が確定しない場合、指定された発行日の紙面に掲
載できませんので、指定期日までに必ずご返送くださいますようお願い申し上げます。　◉印刷作業に入りますと内容の変
更や訂正ができませんので、入念なチェックをお願い致します。

7
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掲載日 掲載版 面 サイズ
2014/06/05 南区版 外面 10.2cm × 4 段

原稿内容確認書

□ 訂正ナシ。印刷作業を進めて下さい

□ 訂正有り。タウンニュース社で修正して印刷作業を進めて下さい

□ 訂正有り。確認のため修正した原稿をもう一度送信して下さい

お客様
サイン

平成　　　年　　　月　　　日

店名・電話番号・営業時間等は必ずご確認ください。該当欄にチェックを入れ、ご署名の上期日までにご返送ください

 
 
 
 

Web 掲載項目

▲

皆
様
の
寄
付
が
支
え
で
す

南
区
社
協
へ
の
ご
支
援
を

　南
区
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

「
誰
も
が
安
心
し
て
自
分
ら
し

く
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
み
ん

な
で
つ
く
り
出
す
」
た
め
に
、

地
域
住
民
や
社
会
福
祉
関
係
者

な
ど
に
参
加
・
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
区
内
で
さ
ま
ざ
ま

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
住
民
の
皆
さ

ん
が
自
主
的
に
行
う
福
祉
保
健

活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
財
源
の
一
部
は
区
民
の

皆
様
か
ら
の
会
費
や
寄
付
な
ど

に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
募
金
・
会

費
と
主
な
使
い
み
ち
は
別
表
の

通
り
で
す
。

　お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
し
た
寄

付
金
は
、
各
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ

の
目
的
に
沿
っ
て
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　平
成
26
年
度
も
区
民
の
皆
様

か
ら
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

南区社協で取扱いしている募金・会費

一世帯
一社員
一世帯
一世帯

200円
500円
20円
50円

募金の名称 目標額
日本赤十字社活動資金
（社資）
更生保護活動寄付金
区社協賛助会費

日赤社資
総額　1539万円

募金は任意ですので、目標額はあくまでも「目安」としてとら
え、それぞれの趣旨をご理解のうえ、ご協力をお願いします。

平
成
26
年
度

　
募
金
総
額
と
使
い
み
ち（
予
定
）

総額　153万円
更生保護活動寄付金

世界の貧困、飢餓、戦争犠牲者、
自然災害の被災者への援助、
国内の災害救護、献血事業
80％　

地域の対話集会等啓発費
21％

自治会町内会募金還元・
事務費　12％

区内の防災事業等への助成
・災害意識啓発事業　7％

区内の火災や
風水害の被災者
への見舞金　1％

保護司会や
更生保護女性会等
への助成金　40％

「社会を明るくする運動」事業
39％

区社協広報紙
「社協みなみ」
発行経費9％

区社協賛助会費
総額　384万円

南区地域福祉保健
計画地区計画推進
のための助成金
62％

高齢者や障がい者の
外出を支援する
送迎サービス事業
29％

表示金額は、単価×南区世帯数で計算しています。

南区社協　御中
広告内容をご確認いただき、ご返送くださいますようお願い致します。

送信日　平成　　年　　月　　日

株式会社タウンニュース社

Tel 045-227-5050　Fax 045-227-5051
門馬 康二南区編集室

弊
社
確
認
欄

出　稿　元 校了 責了　　点 A000350688-0

編集担当者 校正 (1) 門馬 康二 2014/05/30 22:12

製作担当者 製作 (5) 山口 志保乃 2014/06/02 17:49

◉限られた日程の中で編集作業を進めておりますので、校正は原則的に 2 回までとさ
せていただいております。3 回目以降の校正は有料になる場合がございます。◉締切
り日時までに掲載内容が確定しない場合、指定された発行日の紙面に掲載できません
ので、指定期日までに必ずご返送くださいますようお願い申し上げます。◉印刷作業
に入りますと内容の変更や訂正ができませんので、入念なチェックをお願い致します。

7
HY6-1 2010.5.1

掲載日 掲載版 面 サイズ
2014/06/05 南区版 外面 14.3cm × 4 段

原稿内容確認書

□ 訂正ナシ。印刷作業を進めて下さい
□ 訂正有り。タウンニュース社で修正して印刷作業を

進めて下さい
□ 訂正有り。確認のため修正した原稿をもう一度送信

して下さい

店名・電話番号・営業時間等は必ずご確認ください。該当欄にチェックを入れ、ご署名の上期日までにご返送ください

 
 
 
 

Web 掲載項目

▲

お客様
サイン

平成　　　年　　　月　　　日

運転ボランティアを募集
車で送迎、外出支援

グループ
「南の風」

　
南
区
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
電
車
や
バ
ス
な
ど
を

使
っ
て
の
外
出
が
困
難
な
高
齢
者
、
障
が
い
者
の
方

に
対
し
、
自
動
車
を
使
っ
て
外
出
を
お
手
伝
い
す
る

送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス

を
支
え
る
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
南
の
風
」

の
み
な
さ
ん
。
同
グ
ル
ー
プ
は
活
動
に
協
力
し
て
く

れ
る
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　「
南
の
風
」
は
平
成
７
年
か

ら
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
リ
フ

ト
と
ス
ロ
ー
プ
が
付
い
た
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ブ
車
を
使
い
、
外
出

が
困
難
な
方
の
通
院
や
買
い
物

の
送
迎
と
乗
り
降
り
の
介
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
活
動
を
12
年
間
続
け
て
い
る

八
代
治
郎
さ
ん
（
70
）
は
「
社

会
に
少
し
で
も
恩
返
し
が
で
き

れ
ば
」
と
の
思
い
で
送
迎
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
八
代
さ
ん
は
南
区

社
協
を
午
前
10
時
ご
ろ
に
出
発

し
、
10
分
ほ
ど

で
利
用
者
の
女

性
宅
に
到
着
。

女
性
の
車
い
す

を
押
し
て
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ブ
車

に
乗
せ
、
近
く

の
病
院
へ
。
約

１
時
間
で
診
療

が
終
わ
り
、
八

代
さ
ん
は
11
時

30
分
ご
ろ
、
女

性
を
自
宅
に
送

り
ま
し
た
。

　
現
在
、「
南

の
風
」
の
メ
ン
バ
ー
は
24
人
。

50
、
60
代
の
方
が
中
心
で
、
定

年
は
75
歳
と
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
メ
ン
バ
ー
の
状
況
に
よ
っ

て
活
動
日
を
決
め
て
お
り
、
週

３
〜
４
日
間
の
方
も
い
れ
ば
、

１
日
だ
け
の
方
も
い
ま
す
。

　
利
用
者
は
南
区
内
の
各
地
に

お
り
、
区
内
外
の
病
院
や
ス
ー

パ
ー
な
ど
に
行
き
ま
す
。
１
カ

月
に
約
３
０
０
人
が
利
用
し
て

お
り
、
対
応
す
る
た
め
に
も
運

転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
要
な
状

況
で
す
。

　
八
代
さ
ん
は
「
利
用
者
の
方

か
ら
『
あ
り
が
と
う
』
と
言
わ

れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。
こ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
い
ろ
い
ろ
な
方

と
出
会
え
ま
し
た
」
と
や
り
が

い
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　
活
動
条
件
は
、
健
康
で
普
通

免
許
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。
活

動
前
に
２
日
間
の
講
習
を
受

け
、
14
日
間
の
研
修
乗
車
を
行

い
ま
す
。
送
迎
１
回
に
つ
き
、

５
０
０
円
の
謝
礼
が
支
払
わ
れ

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
南
区
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
５
・

２
６
０
・
０
５
７
８

利
用
者
を
家
に
送
り
届
け
る
八
代
さ
ん

〒232-0024　南区浦舟町3-46 浦舟複合福祉施設8階
■社会福祉法人 横浜市南区社会福祉協議会　会長 大津 幸雄
■発行日　平成26年6月5日

■企画・編集

http://www.minami-shakyo.jp
南区社会福祉協議会
マスコットキャラクター
トモニー

☎045-260-2510　1045-251-3264
発行
横浜市南区社会福祉協議会

社会福祉法人
第55号

みなさまによって支えられている
みなみの、さまざまな地域福祉活動を
ご紹介いたします。

56

付き添いボランティア講座
発達障がいのお子さんと仲良くなる方法に
ついて学びます。ガイドボランティア制度につ
いての説明も行います。

トモニー（南区福祉保健活動拠点）
多目的研修室
横浜市立港南台ひの特別支援学校
橘高敏也先生

7月1日（火）午前10時～正午

南区移動情報センター（南区社会福祉協議会内）
☎045-250-5260　1045-251-3264

日 時

場 所

講 師

申し込み・問い合わせ

みなみマーノ・みんなでアート
親子でアート・バイキング

みなみマーノ保育園（浦舟町3-44-3）
3歳児～小学生（保護者同伴）
佐々木孝先生

無料
先着20人

8月23日（土）午前10時～正午

みなみマーノ保育園（担当：沢田・大八木）
☎045-260-1152　1045-231-2281

日 時

場 所

対 象

講 師

参加費

募集人数

参加者氏名と電話番号をご記入の上、FAXまたは電話でお願いします。申込方法

申し込み・問い合わせ

ボランティア入門講座 ～はじめの一歩を
　ここからスタートしませんか～

知的障がい児の余暇支援ボランティア募集

～金魚すくいをたのしもう～
自分にできるボランティア活動の見つけ方やボランティアセンターの活用方
法を楽しく学びます。希望者には講座修了後、ボランティア活動を紹介します。

知的障がい児（小・中学生）サークル「でんでん虫クラブ」「インディアンクラブ」で
は毎週土曜日、一緒にスポーツを楽しんだり、工作・料理をしたり、外出してくれる
ボランティアを募集しています。子ども好きの人なら、年齢・経験は問いません。

トモニー（南区福祉保健活動拠点）対面朗読室
6月26日（木）午前10時～正午

南区ボランティアセンター（南区社会福祉協議会内）
☎045-260-2531　1045-251-3264

日 時

場 所

申し込み・問い合わせ

平成26年度

南区社会福祉協議会の
事業計画をご紹介します

第２期南区地域福祉保健計画（平成22年度～27年度）は、推進５
年目を迎えます。16地区社会福祉協議会が策定した地区別計画
や、障害やボランティアなどのテーマ別計画の推進を支援する
とともに、平成28年度から始まる第３期地福計画策定に向けた
検討を開始します。また、従来からの取り組みである福祉課題の
解決に加え、新たな福祉課題の解決に向け、地域の中での助けあ
いや支えあいの活動など、その仕組みづくりに取り組みます。

担い手育成1
地域住民や小中学生等に対して福祉に対する理解・
啓発を促進し、アクティブシニアなど新たな福祉保健
活動の担い手の発掘に取り組みます。

①アクティブシニアの方をボランティア活動に
促すためのボランティア講座の開催
②小中学校の福祉教育講座でのKokua
（コクア）による体験型プログラムを実施

主な取り組み

情報発信2
広報紙「社協みなみ」や「ホームページ」を活用して、
地区社協活動や福祉保健情報をわかりやすく発信し
ます。

①地域アセスメントシート（地
域の資源情報）の内容を見
直し、最新情報を掲載

主な取り組み

集いの場の充実3
地域の集いの場（サロン）開設や運営を支援します。
また集いの場（サロン）間の連携強化、情報共有と課
題解決のため、連絡会の開催を検討します。

①サロン間での情報共有を進め、課題等を
解決するためにサロン連絡会を開催
②サロンや団体活動の交流会を拡充し、
地域や学校等との交流・連携を促進

主な取り組み

ネットワークづくり4
地域の福祉保健に関する課題解決に向けて、地域住
民組織、各種団体、関係機関とのネットワークの構築
を目指します。

①権利擁護事業を推進し、関係機関と連
携して生活全般を見据えた支援を実施
②区内高校と連携し、ボランティアが活動
できる場を開拓

主な取り組み

身近なサービスの創造5
「身近な地域のつながり・支えあい活動推進事業」を
推進し、「見守り支えあい活動の充実」や「新たな支
援の仕組みづくり」を進めます。

①ケアプラザなどと連携を強化し、住民に
よる身近な地域福祉活動を支援
②移動情報センターの相談機能強化

主な取り組み

災害時要援護者支援6
災害救援ボランティアネットワークの組織体制を強化します。また、南
区障がい児者団体連絡会や障がい児者の親のグループ「Kokua」
（コクア）などと連携して、要援護者支援への理解啓発に努めます。

①災害救援ボランティアネットワー
クの組織体制の強化
②障がい児者団体等と連携した
災害時に備えた取り組みの実施

主な取り組み

平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算

　
　
　

（
単
位
：
千
円
）

20,897
264
4,481
16,802
11,175
1,251
6,338
1,296
4,799
7,921
7,960
83,184

法人運営費
ボランティアセンター事業費
地区社協支援事業費
福祉保健活動拠点運営費
共同募金配分事業費
善意銀行配分事業費
送迎サービス事業費
権利擁護事業費
地域福祉推進事業費
福祉基金運営
移動情報センター事業
支出合計　  

善意銀行寄付者（平成26年1月1日～3月31日）
※敬称略、順不同 東日本大震災義援金ご報告

・南区ダンススポーツ連盟
・南区邦楽会
・タウンショップ「冨士屋」
・井土ヶ谷キリスト教会教会学校

・手芸ボランティアすずらん
・金坂　環
・南区更生保護女性会

東日本大震災で被災された皆さまには、心からお見舞い
申し上げます。
区民の皆さまにご協力いただいた義援金は、共同募金会、
日本赤十字社を通じて被災地に届けられます。

東日本大震災義援金ご寄附いただいた金品は、
区内の福祉関係団体・福祉施
設・ボランティアグループなどへ
配分し、活動を支援しています。

募金額20,628,719円
（平成26年3月31日現在）


